
日本歴史時代作家協会 理事会 議事録 

日 時：2025 年 6 月 25 日（水）18:00～20:15 

場 所：ルックハイツ新宿 707 号室 会議室 

出席者（理事）：飯島一次、伊多波碧、加藤淳、橘かがり、久宗圭一、森川雅美、森田

健司、理流 計 8 名 

監査役：柏原弘幸 

欠席者（理事）：藤原緋沙子、雨宮由希夫、菊池仁 計 3 名 

出席者（他）：三田誠広（代表理事代行） 

配布資料： 

「議案書」「第 5 回通常総会進行レジュメ」「理事会審議案件資料（歴史行路文庫リエ

ンジニアリング計画案）」「電子書籍「歴史行路文庫」2025 年度実績推移サマリー」

「同 2025 年度売上実績（月別・作品別）」「令和 6 年度決算報告」「文学フリマ 40

の報告と文学フリマ 41 の参加について」「ほんまるの活動報告」「Web サイトリニュ

ーアル報告」「文藝家協会共同シンポジウム改案（6 月 25 日）」「会報 11 号（6 月 25

日）」「歴史時代作家協会女子チーム（仮）企画書」 

 

審議事項 

１．令和 6 年度通常総会（2025 年 6 月 29 日開催予定）の進行手順について 

（資料：「第 5 回通常総会進行レジュメ」 担当：久宗理事） 

・司会を久宗理事、進行を加藤事務局長が務め、レジュメに沿って進行することを確認。 

・正会員数：82 名（2025 年 6 月 27 日時点） 

・委任状提出者数：16 名（同 6 月 26 日時点） 

２．令和 6 年度決算について 

（資料：「令和 6 年度決算報告」 担当：理流） 

・令和 6 年度を第 2 期とする（令和 5 年度より税務署へ事業開始届を提出済み）。 

・協会の収益は以下の 3 つで構成： 

 ① 電子書籍売上 292,000 円 



 ② 授賞式・パーティー等の収益 835,000 円 

 ③ 会費収入 800,000 円 

 計：1,927,000 円 

・売上原価（電子書籍印税）：166,000 円 

・販売費および一般管理費合計：1,785,000 円 

 総計：1,951,000 円 

・その他収支を加味し、当期純損失：90,655 円の赤字決算。 

・（貸借対照表） 

 資産：1,460,369 円 

 負債：△76,942 円 

 純資産：1,537,311 円 

 ※固定資産なし。流動資産の大半は銀行預金。 

・柏原弘幸監査役による会計監査にて承認された。 

 

３．電子書籍「歴史行路文庫」の運営体制の見直しについて 

（資料：「歴史行路文庫リエンジニアリング計画案」 担当：久宗理事） 

・売上低下が止まらず、現体制での拡大が困難との結論により、リエンジニアリング計

画案を策定。 

・次回理事会までに意見を集約し、次々回理事会で結論を出す。 

・4 月の会員アンケートでも電子書籍への関心が最も高く、拡充希望が多かった。 

・合評会で修正指摘後に再提出された作品は、協会から電子書籍として発行予定。 

 

４．「文学フリマ東京 41」への参加について 

（資料：「文学フリマ 40 の報告と文学フリマ 41 の参加について」 担当：理流） 

・新規入会者はなかったが、協会の認知拡大と書籍販売が好調で宣伝効果あり。 

・「文学フリマ東京 41」（11 月 23 日、東京ビッグサイト）に 2 ブース（4 名）で出店



予定。出店料：15,200 円。 

・目玉となる企画（アンソロジーやエッセー集など）を準備。 

・販売物の利益は出たが、著者と協会の按分（8:2）のため、協会の収益は赤字。今後、

手数料見直しの検討が必要。 

・会場で新規会員を獲得できるよう、PR 施策を見直す。 

 

報告事項 

１．Web サイトのリニューアルについて 

（資料：「Web サイトリニューアル報告」 担当：理流） 

・リニューアルはほぼ完了し、「歴史行路サイト」は 7 月末で閉鎖予定。 

・三田誠広代表代行による歴史エッセーの連載を開始。 

・会員リストをサイト上に掲載予定。 

・過去の合評会で OK となった小説を Web 掲載予定。 

２．メール形式ニュースレター発刊の結果報告 

・情報共有のため、ホームページを閲覧しない会員にも向けて、4 月より月 1 回配信。

既に第 3 号まで配信済み。 

３．「文学フリマ東京 40」の結果報告 

・審議事項④で報告済み。 

４．電子書籍「歴史行路文庫」の実績報告 

・審議事項③で報告済み。 

５．シェア型書店「ほんまる」の現状報告 

・2024 年度の振り返りを報告。 

・協会の PR と会員著作物の展示販売の点で意義があったが、販売数は少なく、昨年度

は 9 万円の赤字。 

・7 月中旬より「戦争小説特集」を開催。「かわら版」には会員のエッセーも掲載予定。 

 



６．日本文藝家協会との共同シンポジウムについて 

（資料：「文藝家協会共同シンポジウム改案」「会報 11 号」 担当：森川理事） 

・開催日を早期に決定し、具体的内容を詰めていく必要あり。 

・会報は 7 月 15 日締切、8 月 20 日完成予定。 

７．日本歴史時代作家協会女子チーム（仮）の企画について 

（資料：「女子チーム（仮）企画書」 担当：橘理事） 

・中島久枝さんによるミニ講演会付き食事会、および氷月葵さん引率による浅草歴史散

歩を企画。 

・理事からの意見： 

 - 2 イベントの実施で趣旨が散漫にならないか 

 - 女性限定イベントのほうが明確ではないか 

 - 現代のジェンダー意識を鑑みた表現の是非 

 - 対象者を会員限定とするか、会員の同行者を含めるかの検討 

 

以上 


